
大学・短期大学
No. VISION OJ 150に掲げる運営の姿 テーマ（項目） 目標 取組み内容（行動計画） 担当 Ⅰ期　2025年度～2029年度 Ⅱ期　2030年度～2034年度

カリキュラムの点検を行い、必要の応じて調整や改正を行う。

カリキュラムポリシーの点検及び、本学が培ってきた理念の共有とカリキュラムの構築を行う。

教育の質保証について、学内の各教育委員会において点検する。

グローバル化に対応した人材育成の推進として「語学力・コミュニケーション能力」「批判的・論理的思考力」「課題探求能力」
「文章作成を含めた表現力」の育成に重点を置き、ゼミの履修を3年次からすることを検討する。

人権教育講座分科会の調整と依頼、学外団体と連携する。

学修ルーブリックの点検と改善を行う。

主体的な学びを支える教養教育の構築を行う。

eポートフォリオ作成について、学生が卒業年度まで継続して、取り組むことのできる教育システムを構築し実施する。

日常のチャペルアワーへの年間出席率向上に取り組む。

特任講師・非常勤講師に礼拝の参加を案内する。

留学生の安全面の支援として、大阪市阿倍野防災センターにて体験学習及び研修を受けさせる。

インターナショナルデーなどを企画し、国籍を超えた全学生の交流を促進する。

留学生の一律の奨学金を改め、成績や出席率に基づいた奨学金や支援制度を導入して差別化を検討する。

近隣警察署、入国管理局と密に連絡をとりながら連携を図っていく。

大阪外国人雇用サービスセンターやハローワークと関係を作り、留学生就職セミナーなどのプログラムを企画し、留学生に積
極的な就職支援を行う。

留学生支援のためのガイダンスの定期開催する。

日本語能力検定1級取得者の増加を目指す。

大阪国際交流センターと関係を築きながら、学外の国際交流プログラムに参画していく。

大阪万国博博覧会に学生ボランティアなどを派遣し参画し地域社会への貢献を行う。

国際的な環境を作るため、更なる国外の大学との提携を目指す。

生成AIに関するFD/SDを定期的に開催する。

生成AIに関する企業や他大学の取り組みについて情報を収集し、本学の取り組みに活かす。

現管理職と次世代を担う教職員の交流や引き継ぎを行う。

教職員のメンター制度を整備して、女学院が培ってきた理念を共有できるよう、その環境造りを計る。

基幹教員においては、バランスよく「教育」「研究」「校務」を担える環境造りを計る。

各語学力の測定方法の検討と時系列比較を行う。

語学習熟度に応じた、英語教育、韓国語教育、日本語教育を展開する。

資格試験を用いた語学能力の測定と、測定結果を活用した授業を展開する。

提携した国外の大学へのセメスター留学者数の増加を目指す。

授業アンケートの結果による、教授法のふりかえり作業と、授業の改善を検討する。

入学者の多様性に対応できるよう、大学生活を支える適正なサポートシステムを学内各委員会を通じて、構築していく。

学習困難者の状況を把握する。

業務の効率化を図り業務過多を解消することによって学生サービスへの向上を図る（オリエンテーションの短縮、委員会のオ
ンライン化、学位授与式の合同化など）。

学生生活の満足度を高め、その学生が自らの出身高校へ訪問してもらえるような環境作りを構築する。
韓国語専攻のキャリアパスの開発や明確化を行うく。
また、学生が希望する卒業後の進路に結びつくサポートの拡充、現在の高校生が希望する就職先の把握と、それに基づく広
報活動を展開する。

本学の教育プログラムを、高校の先生方や高校生に公開し、女学院の教育の質を発信する広報活動に努める。

大阪女学院全体としての広報活動を展開し、高校への資料送付、指定校推薦書の送付の年度初めの迅速化を図る（
4月中旬高校への大学案内の送付、5月中旬指定校推薦書の送付）。

留学生募集に向けて、魅力ある広報戦略を検討する。

本学卒業生の動向調査（ロールモデルの探索）を行う。

学生参画によるOCのさらなる質の充実を図る。

外国にルーツを持つ生徒が通う公立高校と連絡を密にとり連携する。高大連携の授業を実施する。

単位制、通信制高等学校へのアプローチを進める。

私立大学をはじめ、国公立を含めた競合他大学の成長戦略、募集情報を収集し、差別化を図る広報活動を展開する。

学外進路説明会など、本学の広報戦略について取捨選択、精査を行う。

中学校から大学まで　キリスト
教を基盤として　社会に仕える
人を育む女子の学校

（1）地球環境、平和、人権、貧困及び、人間個々
の尊厳に関わる課題に取り組むためのチカラの
醸成

大阪女学院　VISION OJ 150及び第Ⅰ期中期計画　(2025～2029年度）の策定課題(ポイントを絞り、簡潔に記入）

外国語の授業の充実を図り、世界中のさまざまな人々
と関わりながら、協働できる語学力を養う

UC運営会議
 英語教育委員会
 専門教育委員会
 基盤教育委員会
 教務委員会
 留学生日本語教育委員会

キリスト教教育、人権教育、英語教育をはじめ、世界
の言語、専門教育を更に充実させる。本学の教育の
基礎となるコンテンツベースを充実させ、外国語教育
の充実・発展

UC運営会議
キリスト教教育委員会
人権教育委員会
英語教育委員会
専門教育委員会
基盤教育委員会
教務委員会
学生サポート委員会
留学生サポート委員会
留学生日本語教育委員会
地域連携委員会
国際交流委員会
IR委員会

日常のチャペルアワーへの出席率の向上

さまざまな留学生サポートの充実

本学が所属する地域連携プラットフォームである大学
コンソーシアム大阪の単位互換、インターンシップ、グ
ローバル人材育成、学生主体の地域連携促進、国際
イベントへの学生参画、FD・SD研修の推進に積極的
に進める

生成AIについて、倫理的な問題や著作権などの法的
な側面を鑑みながら、情報収集、活用方法を身に付
け、課題解決に結びつく対応力を養う

次世代の管理職Staffの育成

1

VISION　OJ150　創立150周年 2034
年度を望み見て

キリスト教を基盤として
右記の学生・生徒を育
んでいく

・愛と奉仕を実践する人
・自由な学びの中から、物事の本質を見つめ、自己の進路を選ぶことのできる人
・養われた人格を基礎に幅広い教養と公正な判断力を身に付け、自律的・主体的に行動できる人
・習得した言語をコミュニケーションツールとして、異なる一人ひとりを愛することのできる人
・性別の役割にとらわれずにあらゆる可能性に挑戦し、女性の尊厳の確立に努め、リーダーシップを発揮する人
・平和を実現し、人権を大切にすることのできる人
・社会の課題に関心を持ち、世界、日本、地域のために仕える人

望み見る大阪女学院の姿　150周年・2034年度の学院運営像

一人ひとりの学生が、知的好奇心立ち上げ、活かし、
学問と取り組むことのできる学習環境の構築

UC運営会議
アドミッションセンター
学生相談委員会
教務委員会
学生サポート委員会
募集広報委員会
進路サポート委員会

募集作業の総点検

UC運営会議
アドミッションセンター
募集広報委員会

本学の特徴を表現したオープンキャンパスの実施と、
プログラム内容の発展、本学の教育内容に関する情
報周知に向けて、紙媒体と静的・動的媒体（Web/SNS)
の活用を行う

学生支援
多様な学生が共に学ぶことのできる教育共同体の形
成

（2）外国語運用能力の伸長と教養教育との融合
を深化させる中で、人格を形成する教育の展開

（3） 小規模大学の特色を活かした教育と支援

（4）広報のコンセプト 「キリスト教教育、人権教
育、英語教育を柱として、世界と関わるためのコ
ミュニケーション能力を高め、異なる考えや互い
の文化を尊重し、英語等の高度な外国語運用能
力と論理的思考力を身につけ、国際社会や地域
社会が抱える課題に取り組む女性を育てる大
学」

学生募集
多くの人々と協働し、21世紀の国際社会や地域社会
が抱えるさまざまな課題の解決に積極的にコミットし
ていこうとする「志」の高い受験生を招く

教育内容と教育環境の更なる充実
及び、教職員の養成

ダイバーシティ化が進展する時代において、社会のさ
まざまな課題を自らの問題として捉え、社会の構築に
主体的に関わることのできる女性を育成

地域社会、地域連携プラットフォーム等との連携

社会と関わっていくための、思考力、判断力、表現
力、想像力を備えている現行カリキュラムの更なる充
実

組織体制の確立

(1)の目標課題に関連して外国語を用いながら、課題
に取り組める女性の育成



中学校・高等学校

DX化推進による業務軽減と支出削減。
出張・休日出勤精算、管理システム、教務補助システムの随
時導入

管理職、事務室、ICT

独自ファンドの拡充（寄附拡充、ふるさと納税制度の活用） 寄付拡充、ふるさと納税制度活用
管理職、事務室、募金
委員会

建築物活用の中長期計画（有形登録文化財の活用、リノベー
ション）

耐用年数設定と新規建築計画 建築委員会

広報活動のエリア拡大およびコンテンツの充実。２０２６年まで
に２０２０年の就学人口比＋２０％。

・新規エリア、地域密着型広報
・オープンキャンパスの変更検討
・国際的な教育と海外進路のPR
・入試方式の改定

管理職、入試委員、入
試対策

同窓生および保護者との連携による教育活動の拡充。

・同窓会との連携と生徒支援拡充
・新規ノベルティの企画・開発
・中高ホームカミングデーの検討

管理職、事務室、同窓
会

社会、とりわけ地域貢献の新規事業開発

・地域貢献活動の新設・拡充
・施設訪問や支援の再開・拡充
・国際貢献活動の整理と位置づけ

教職員、生徒、ヘール
会（PTA）

「真に自立・自律した女性」の素地をつくるトレーニング（自学自
習、学級・行事、探求活動、地域連携）

・基礎力及び個別支援の構築
・主体的、探究的学習の深度
・情報収集スキルの向上
・IB教育エッセンスの全校的浸透

運営委員会、カリキュラ
ム員会、教務委員会、
IB委員会

キャリアの多様化に応じたアダプティブ（個別適応）な学習と
キャリア支援

・ATLスキルの向上
・国際的視野と思考・表現力の強化
・海外進路協定を含む選択肢の拡充
・資格取得、専門的スキルの向上

運営委員会、進路指導
部、海外進路担当

新カリキュラムとシラバスの構築・公表・実施 年間行事、シラバス、プログラムの再構築

学力検討委員会、運営
委員会、カリキュラム員
会、教務委員会、IB委
員会

スタッフの心身の健康増進および危機管理

・休暇の確実な取得
・メンタルヘルスの向上
・クラブ顧問・支援員外部委託
・課外プログラムの再構築

責任者会議、運営委員
会

有機的なチーム形成のためのキャリアとコミュニケーション支
援

・キャリアプラン支援の推進
・学内研修のテーマと方法変更
・心理学的アプローチの向上
・キリスト教教育の研修の拡充

責任者会議、運営委員
会

「働きかた改革」による勤務形態の更新と業務支援・軽減シス
テムの構築

・ガバナンスの確認
・専任業務範囲の適正化
・教員のフェローシップ拡充
・メンター制度の検討

責任者会議

同窓会連携 同窓会とのネットワーク、共同事業、生徒支援強化
・同窓会との連携と生徒支援拡充
・新規事業、ノベルティの企画・開発
・業務委託、生徒支援のためのデータベース構築

責任者会議、事務室、
同窓会

海外大学・中等教育連携
IBワールドスクールとの連携、海外大学を拠点に現地中等教
育との連携、国際交流の再構築

帰国生制度の見直し、多国籍入試・寮の検討、海外研修・留学
の再構築

運営委員会、国際教育
委員会、IB委員会

生徒・保護者のマインドセット
現行の人権教育、国際教育、平和学習および修学旅行の評価
と再構築

・多様化する性への配慮と対応
・ダイバーシティへの対応（学内の文化多様化）
・国際平和の学習と探求

責任者会議、運営委員
会

Ⅳ
危機管理　－　自然災害、政治・経済の
急変への備え

安全保障 危機管理対策、災害対策、基金と奨学金拡充

・危機管理対応スキームの更新
・南海トラフ等、災害時の運営
・学内ファンドの増資と運用

責任者会議、学院危機
管理担当・大規模災害
対策委員会、ヘール会
（PTA）

DX化による業務軽減、外部業務委託の拡充と財源確保、代休制度の構築

2023-継続

2025-土曜プログラム開始

2025年度行事改定、カリキュラム改定

2025年度週5日平日勤務体制開始

新人自主研修チームの支援拡充、「可処分時間」の確保

2024-同窓会ネットワーク、データベース構築の量的拡大、ヘール会（PTA）地域
住民を含む外部委託事業部門の構築

2024－順次改定・実行

2024－評価・立案、2026実施検討、2027順次実施

2025－再評価、備蓄・インフラ増備

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ
日本の少子化への計画的対応　－　ビジネ
スモデルの変更

財政と基本的な資源

組織外への働き

グローバリゼーションへの対応　－　文化
文脈における教育の評価と再編成

生徒支援

スタッフ支援

ダイバーシティへの対応　－　どのような文
化・地域・国でも生きていける、貢献できる
卒業生の排出

2024中学入試改訂、広報エリアの戦略的拡大とピンポイント設定の継続

データベースの構築。2025-業務委託開始。

2025－土曜プログラムの業務委託、施設開放と有効活用、自治体との連携強化

2024開始、2025追加　2026全システム導入完了

2024開始、目標2億円／年

建築委員会調査・報告完了、登録有形文化財（ヘールチャペル）の地域活用資源
補助金の申請、2026ヘールチャペル「100年建築」の有効活用、2027北校舎の登
録有形文化財申請を検討・調査

大阪女学院　VISION OJ 150及び第Ⅰ期中期計画　(2025～2029年度）の策定課題

No. VISION OJ 150に掲げる運営の姿 テーマ（項目） 目標 取組み内容（行動計画） 担当 Ⅰ期　2025年度～2029年度 Ⅱ期　2030年度～2034年度



部門間の連携協働

広報一元化 2024-2025年、部門統括
SI(スクールアイデンティティ）の統一。HPの一元化。リ
ソースの共有と最適配置。

学院運営会議

情報分析 限定されたリソースを効果的に投入 インテリジェンス担当の配置またはアウトソーシング 学院運営会議

低学年層、地域へ
のリーチ

早期のファン層獲得～中・高募集対策
ウィルミナJr.Cup他、地域貢献できるリソースの再評価と
プログラムの共同運営

学院運営会議・実行委員会

Ⅱ システム
管理システムの一
元化

システムおよび情報の部門間一元化による生産性向上と人件費削除。
DX化の推進による管理工程の簡略化及び情報の安全
管理。教職員の労働時間軽減。

学院運営会議

Ⅲ 人的資源
人的資源の部門間
共有

教育及び管理業務の部門間協働。
教職員の部門間交流による共同開発と人件費削除。管
理部門のシステム統一による職員配置の自由度を向
上。学院全体で包括的に働くスペシャリストの採用。

学院運営会議

教研活動を支える運営の姿

①細やかな広報 各部門

②各部門の募集広報一元化による広報の推進 学院運営会議

①同窓会関係者による寄付増進 学院運営会議

②法人ホームページリニューアル 法人事務局

③クレジットカード及びオンライン募金の活用 法人事務局

④母校ふるさと納税制度による寄付推進 高校

Wilmina会（教育後援会）の活動推進 同窓会著名人を会長にしたWilmina会活動の推進 学院運営会議とWilmina会

①働き方改革実施 各部門

②新規採用の抑制 各部門

③部門の統合 学院運営会議

ミッションステートメ
ント

ミッションステートメントの確立 ミッションステートメントの周知徹底による教育の推進 学院運営会議

①学院全体の魂への配慮

②学院キリスト教行事の推進

③教育研究センターの働きの強化

④１５０年記念誌作成の推進

⑤学院経営参画によるキリスト教教育の推進

⑥学院の中心であるチャペルの管理・運営

⑦キリスト教諸団体のネットワークによる広報

私学法改正の落と
し込み

私学法改正にキリスト教基盤の確立を落とし込んでいく 落とし込んだ私学法改正の有効実施 学院運営会議

Ⅲ
Vision150と中期

計画の改定
教職員参画　周知による

Vision150と中期計
画の改定

実情に合わせ改定をしていく 毎年行う

①教育同盟の研修を中心とした参加推進

②その他　仕事の必要に応じた研修への参加推進

学内教育研究センターセミナーへの参加推進 広報推進 教育研究センター

学内開催の全体研修　ハラスメント研修等への積極的参加推進 学院運営会議で推進 学院運営会議

施設設備の更新及
び新規プロジェクト

快適な学院キャンパスの維持・整備 今後の施設設備の更新及び資産活用計画

財政面から様々な
可能性の検討

財政計画とシミュレーション 学校種別による将来構想策定

教育を支える事務
体制の整備

学院における事務部門の一元化 業務別の具体的検討

実施

実施

同窓会関係者に要請

募金委員会で実施

募金委員会で実施

広報の推進

実施

実施

実施

取組み内容（行動計画） 担当 Ⅰ期　2025年度～2029年度 Ⅱ期　2030年度～2034年度

各部門での細やかな広報実施

統括部門の設立準備、2026設立　2027～推進

Ⅰ 広報

VISION OJ 150に掲げる運営の姿 テーマ（項目） 目標No.

2024年度より順次開始　2026完成

2024年度より順次開始　2026完成

2024-2025 統括部門の設立・推進

2024-2025 リクルート。大阪女学院全体の社会的位置・価値の分析、戦略を広報活動に早期反映。2026中・
高・短大・大学の募集規模を再評価、2034年までの縮小均衡を前提に再設定。

ウイルミナJr.Cupの評価、見直し。その他の地域貢献・広報活動の協働開発。

大阪女学院　VISION OJ 150及び第Ⅰ期中期計画　(2025～2029年度）の策定課題

No. VISION OJ 150に掲げる運営の姿 テーマ（項目） 目標 取組み内容（行動計画） 担当 Ⅰ期　2025年度～2029年度 Ⅱ期　2030年度～2034年度

Ⅱ
永続的なキリスト

教基盤の確立
永続的な教育理念の確立

教研活動 教職員のスキルアップ

教職員1人あたり①②の研修のうち2つの研修会に参加
努力

各部門・学院運営会議

Ⅳ

Ⅴ 学院の将来像 学院の維持継続

研修への教職員の
積極的参加

実施

実施

学院運営会議、法人事務局

実施

実施

実施

実施

実施

実施

学院の宗教主事 宗教主事による働きの確立と支援 学院運営会議 実施 学院教会の設立も視野

Ⅰ 健全な財政運営 学院全体の流動資産増

入学者増から在籍
者増に

広報の推進

募金委員会による寄付の推進

DX化による適正な教職員数

寄付金増

学院のDX化
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